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2023 年 12 月 9 日(土)夜 『神聖で繋がり合う日』 メール前文 
「小聖は山に籠もり、大聖は街に住む」という言葉があります。「小さな聖者は人との交流を避け山に
籠もっている、もしくはそのような心境で生きている。しかし、大きな聖者は清濁併せ呑む心を持
ち、汚濁の中にあっても心を汚さずに生きている」という聖者の在り方を指した言葉ですが、この言
葉は心が練り鍛えられる一番大きな魂の修業が、人間関係を通した学びの中にあることを示唆していま
す。 

厄介事を避けて思い込みに逃げ込み心の安寧を求めたり、何事も「仕方ない」の言葉で幕引きを図ろ
うとしたり、他者に責任転嫁したりなどする場合は、本当の苦悩の原因から眼を逸らし、耳を塞いだ
状態にあるため、心がそうある場合には、いつまで経っても感情想念のジェットコースター（起伏）
から降りられず、苦難を感じざるを得ない出来事に次々と遭遇する日々を過ごすことになります。 

私も自身に原因があったと気がつくまでの数十年の間、実際にそのような迷いの世界で生きてきまし
たが、そのような状態は、守護霊が真実の愛をもって、被守護体たる私達が苦悩の根本解決に至る気
付きを得られるように、繰り返し気付きの機会を与えてくださっていた姿・状態でした。 

私達が人生で体験する感情はすべて守護霊の導きによるものであり、その導きの外にある想念はあり
ません。“守護霊の導きに背を向けて人間が勝手なことばかりしている“という見方がありますが、守護
霊は人間が自らの善導に背き、事態を悪化させるような想念言動に走ることがあるのも承知のうえで
導かれておられるため、そのようなことは問題ではありません。 

そうした事実を知ったうえで心の動きを具体的に見てゆきますと、通常私達は、自然環境の変化に対
しては、抗えぬものとしていつまでも不平不満を引きずることはありません。私達を生かしてくださる
植物や空気・大地・水などに対しても、感謝の想いが湧きこそすれ悩みの種になることはあまりあり
ません。他の生物に対しても、脅かされることがあれば一時的な不安や恐怖を感じることはあります
が、そうでなければ彼らの存在に対して持続的な苦悩を感じることはありません。 

そう考えてゆくと結局のところ、私達の心を悩ませる一番大きな要因は、自らを含めた人間の言動行
為にあることがわかります。特に、他者との関係は思い通りにならぬことが多いため、日常の中で
様々な感情想念が引き起こされ、悩みの種となり得ます。 

例えば他者が自己の想定外の言動をしたのを見たとき、人はたいがい何らかの批判・非難・評価の想
いを起こしますし、他人が期待する反応をしてくれなかった際にも、面白くない感情を覚えることが
あります。また、面と向かって下目に見られたり、攻撃的な対応をとられた際には、身構えて自分を守
ろうとしたり、反射的に攻撃的な反応で対応したりします。 

これらの反応は、すべて記憶に基づいた習慣の想いに起因して発生しております。もちろんそのような
因縁が無い方は、今挙げたような経験をした記憶がないとおっしゃるかも知れません。しかし、生き
ていて人間関係で悩んだことがない方は、実のところあまりいないのではないでしょうか。 

これから人類全員に神聖の視座を体験していただき、地球を完全平和の世界に引き上げるにあたり、
人間関係の苦悩を克服し卒業してきた私達の体験が大きな働きをするときが来ます。なぜなら私達が切
り開いてきた神聖復活した境涯とそこに至る道程は、「我は何者にも犯されるものではない」という真
理を体得した境涯であり、そのように本当の性質（神聖）を思い出した人類が住む世界は、「互いが他
者に左右されない世界である」からです。 

現状の人間世界に生じている様々な擦れ合いやぶつかり合いは、本当の原因が他者ではなく己自身に



あることを、銘々が知らぬが故の出来事の数々でした。『たとえ己の側に理があり、相手の側に理がな
くとも、己が感情を乱したとしたなら、その原因は自分自身にある』という事実を、世界人類全員が
自覚したとき、はじめて完全に平和な世界が地球に訪れます。 

地球をそうした星にする目的を持ち、太古の昔にこの星へ来た私達は今、祈りで神聖を通じて繋がり
合うと同時に、個々人が人類の“在るべき姿”を示した見本となる必要があります。また私達には、そ
のうえで来たる大変革の時旬に際し、人類ひとりひとりの苦悩に寄り添うラダーとなり、すべての地球
人類を神聖の世界へお連れする天命があります。その時こそが、私達の一番の働き時であり、その大変
革の時代に大働きするためにこそ、これまでの地球での輪廻転生があったといっても過言ではないと
思います。 

そのためにはまず私達自身が、何ものにも犯されることがない境涯を確立しておく必要があります。そ
れを残り少ない今年と来年、徹底的に練習しておきますと、本当に地球が変わるときに、一人あたり
何万人、何十万人、何百万人の地球人類を新しい時代にお連れすることが出来ます。 

土曜夜の『神聖で繋がり合う日』は、そのような練習の場のトライアルとして始めました。その成果
は着実に、おひとりおひとりの境涯のうえに顕れております故、来年以降も週に一度続けてまいりま
す。明日の夜も、「私は神そのものであり、人類もまた神そのものなのだ。それ以外の何者でもないの
だ。」と思える神聖の視座に立ち、自然と生きとし生けるものと人類すべてに、いのちの源と直結した
大光明を放ってまいりますので、お時間がある方はご参加下さいますようお願いいたします。 



2023 年 12 月 9 日(土)夜 『神聖で繋がり合う日』 始めのお話 
皆様、こんばんは。夜のズーム祈りの会を始めます。最近のことですが、なぜか「自分の頭を撫でてみ
よう」と思い立って、自分で頭をヨシヨシと撫でたことがありました。その時にふと、「そういえば、
今回の人生で、誰からも頭を撫でてもらったことがないかも知れない」という想いが脳裡をよぎりま
した。 

そうしましたらその時に、飲んでいたお茶をブフッと吹き出すかのように、「そんなことあるわけない
じゃないの」と、もう一人の私がやさしく突っ込みを入れて、可愛がられていた事実を映像で思い出
させてくれました。 

その内側のやり取りの後に思ったことは、「心ってのは、他人(ひと)にしてもらった嬉しいことは忘れ
やすくて、他人(ひと)にされた嫌な記憶のほうはシッカリと覚えてる傾向があるんだな」ということで
した。その後で俯瞰の視座に戻ってわかったことは、それらの想いの動きが、守護霊による“心の浄
め”だったということでした。 

どういうことかと申しますと、「自分は愛されてない」「愛が足りない」と渇望していた時代によく発
していた想いの癖が、心の奥の襞に不完全燃焼状態でこびり付いて残っていたため、守護霊がそれを
引き剥がし浮かび上がらせて、成仏させてくださっていたのでした。 

完全なる神我一体に至るまでの私達には、多かれ少なかれそのような自己中心的な思考パターンが残
っております。「愛されること」や「褒められること」、「認められること」などを、私達は⻑い間他人
に求めてきましたが、よくよく考えてみますとそのようなことは、どんなに外に求めその望みが叶え
られたとしても、私達の渇望がそれで止むことはありませんでした。 

それもそのはずです。「愛すること」も「褒めること」も「認めること」も、本来はまず始めに、己が
自身に対して、して差し上げるべきことだからです。“自分が自分にしてもいないことは、他人からど
んなにされても心の渇きが満たされない”ともいえます。ですから、いくら他人から愛されても褒めら
れても認められても、その場だけの満足で終わり、次の心の飢え・渇望が起こっていたのでした。 

神聖文明の世界が地球に展開する間際まで来ている今日、私達ひとりひとりの守護霊・守護神は、私
達の内なる平和・心の大調和を樹立させるために、ほんの少しの自己中心性さえも浄め尽くそうと、
日夜休みなく私達の魂を磨き高め上げてくださっています。 

また、人と人との関わりの中で生きておりますと、ときに他人の言葉や振る舞いに心が動かされて、
いいとか悪いとか、好きだとか嫌いだとか、面白いとか面白くないとか、あの人は私より上だとか下
だとか、感情が連動するかのように発動して何かを思うときがあります。私はそのような想いの動き
は、他人という鏡を通して、自分の心の内側の世界を観ている状態だと思っております。 

内観を深めてゆくとわかることですが、私達の心の中には、実際にたくさんの自分が存在しています。
なかでも心の眼を引くのが、相反し、矛盾し、対立する自分が思いのほかたくさんいることです。それ
らのたくさんの自分達を見ていると、まるでこの世の有り様を見ているかのように錯覚することがあ
ります。私は、それらのたくさんの自分を『心の中の世界人類』と呼んでいます。 

そうした内なる世界人類を俯瞰の眼で観ながらしみじみと思ったことは次のようなことでした。 
「ああ、この人達がみんな成仏しなければ、私という惑星に完全平和が樹立されないんだな。という
ことは、この人達がみんな成仏したら内なる心の平和が確立されるんだ。あなたはあと少しでそこへ行
ける。だからもうちょっと意識的に生きてみよう。」 

神聖復活した私達は、俯瞰の視座で生きつづけていさえすれば、意識が見られる側のみの意識に戻り
切ることはなく、自分自身を惑星のように自覚して全体を包み込んでいる“見る側の意識”と、肉体側の



“見られる側の意識“、その両方の意識を持ちながら暮らしてゆけるようになります。 

本日も私達のいのちがそのように、大きな慈しみの心・愛そのものの性質を持っていることを再確認
しながら、地球界に“生かされて生きていることへの喜びと感謝”の種を蒔いてまいります。またそのと
き、私達の本心・本体は同時に、この世のすべての存在に祝福の光を振り撒いてくださっています。そ
のことに自信と確信を持って、地球にかかわるすべての状況と脳裡をよぎる想いを一望しながら、『す
べてを生かし育むいのちの大元からの光』を放ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいた
します。 

それでは時間になりましたので、世界平和の祈りを日本語と英語で行ないます。三分半の CD を使っ
て行ないますので、眼を閉じて神聖の視座に焦点を合わせてお祈りください。私が「はい、ありがと
うございました」と申し上げましたら目を開けてください。 

 




